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ごあいさつ

湯浅広川消防組合 管理者 上山章善

このたび、かねてより移転･建築を進めてまいりました新消防庁舎がここ

に落成いたしましたことは、湯浅町、広川町両町民の皆様をはじめ関係各位

のご理解とご協力の賜と、心より厚くお礼申し上げます。

旧庁舎は老朽化に加え、職員の消防訓練や自主防災組織の研修場所等の確

保が困難であり、さらに南海トラフを起因とする巨大地震モデル検討会では

津波浸水想定区域内で、最大１メートルの浸水被害が予想されていました。

これに対し新消防庁舎は、耐震構造で、延べ面積１，５８６㎡の広さを有

し、施設面では、より迅速な出場が出来るよう、災害発生場所を瞬時に把握

できる発信地表示システムを導入しました。自主防災組織の研修室や災害用

備蓄倉庫と大災害時の燃料補給等も考慮して、自家給油取扱所を完備いたし

ました。

今後、新庁舎の開庁を機に、「安心・安全のまちづくり」の実現に向けて

より一層消防防災体制の充実強化を図ってまいる所存でございますので、引

き続き特段のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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庁舎の概要

名 称 湯浅広川消防組合消防本部・湯浅広川消防組合消防署

地域防災センター

所 在 地 和歌山県有田郡湯浅町大字青木６７０番地

敷 地 面 積 ３９３２．８８㎡

消 防 庁 舎 鉄筋コンクリート造り２階建 延べ面積１２３０．１３㎡

車庫・備蓄倉庫 鉄骨造り平屋建 延べ面積 ３５６．６３㎡

主 訓 練 塔 鉄骨造り５階建 延べ面積 １６２．２５㎡

補 助 訓 練 塔 鉄骨造り２階建 延べ面積 ３６㎡

簡易消防指令台 西日本電信電話株式会社

自家給油取扱所 １０㎘ 地下タンク（ガソリン６，０００ℓ、軽油４，０００ℓ）

設計・工事監理 株式会社 岡本設計

工 事 施 工 中平建設株式会社

総 事 業 費 ７３９，０９０，６１７円

工 期 平成２６年２月着工 平成２７年４月竣工


